
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸシュミレーションによるＲａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ比較 
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概要 

ｒａｎｄｏｍ（等方性）方位の定量として、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ計算を 

サポートし、各種比較を行っているが、ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ表示の値をＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸで 

各方位をシュミレーションし比較する。 

 

ｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ表示 

  

  

 

 比較する方位 

 ｒａｎｄｏｍ１００％ （ＭＴＥＸのみ） 

 ｃｕｂｅ１００％ 

 ｃｕｂｅ５０％ 

 ｃｕｂｅ１０％ 

 ｃｏｐｐｅｒ１００％ 

 ｃｏｐｐｅｒ５０％ 

 ｃｏｐｐｅｒ１０％ 

 Ｓ１００％ 

 Ｓ５０％ 

 Ｓ１０％ 



ｃｏｐｐｅｒ５０％方位シュミレーション方法 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 

ＭＴＥＸ 

 CS= crystalSymmetry('cubic') 

SS = specimenSymmetry('1') 

copper = orientation.byMiller([1 1 2],[-1 -1 1],CS) 

 psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

 random = uniformODF(CS,SS) 

 odf=0.5*unimodalODF(copper,psi)+0.5*random 

 export(odf,’MTEXcopper50P.txt’) 

 

プロファイル比較 

ＬａｂｏＴｅｘ      ＭＴＥＸ 

  

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ１００％はＬａｂｏＴｅｘでは指定できない、ＭＴＥＸで作成 

 

 

 

 横軸：    方位０－＞１．０（最小値がマイナスの場合は最小値－＞１．０） 

 縦軸：    ＢＯＸで区分けした箱に入る数、今回はＢＯＸ１０００を使用 

 Ｍａｘ：   最大位置（数値は切り捨て） 

 Ａｖｅｒａｇｅ：     方位１．０以下の平均値（全ての平均値） 

 Ｍａｘ±０．３Ａｖｅｒａｇｅ： 方位位置に対し±０．３以内の平均値 

 ｄａｔａｎｕｍｂｅｒ：     方位１．０以下のＯＤＦ格子点（datanumber/(19*19*18)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃｕｂｅ方位比較 

１００％   ＬａｂｏＴｅｘ            ＭＴＥＸ 

  

５０％ 

  

１０％ 

  

 

 

 

 

 



ｃｏｐｐｅｒ方位比較 

１００％ ＬａｂｏＴｅｘ    ＭＴＥＸ 

  

５０％ 

  

１０％ 

  

 

 

 

 

 



Ｓ方位比較 

１００％ ＬａｂｏＴｅｘ    ＭＴＥＸ 

 

５０％ 

 

１０％ 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸはほぼ同一傾向であるが、方位によって方位の合計が異なっている。 

 ＭＴＥＸで纏めると 

  

 この値から、全ての平均値は１．０と考えていたが、方位によって異なっています。 

 ｒａｎｄｏｍの定量値はＭａｘ値が妥当と思われる 


